
４月２２日に行った第４回交渉が
決裂したこしがや支部は、翌日から
赤旗・腕章闘争に突入しました。

こしがや支部の奮闘に、東自教各
支部と共闘労組は、５月１１日に激
励行動を実施しました。

激励行動では、熊谷委員長が「コ
ロナ渦において組合員は命をかけて
働いている。例年以上の努力に対し
て経営者は誠意のある回答が必要。
こしがや支部の闘いは、東自教全体
の闘いでもある。最後まで全員で闘
おう」と挨拶しました。

また、各支部の代表者が激励の挨
拶を行い、納得の回答を得るまで全
員で闘う意思統一を行いました。


